
 

2024 年度  定時総会 議案 質問票への回答書 

 

会員番号  02200338 

氏名  菅野  廣一  会員  

１．質問   代議員はなぜ各職域から 1 名になっていないのか  

２．要望   

 

回答 菅野  廣一  様  

ご質問いただきまして、ありがとうございます。  

ご指摘通り、各事業部より選出することが、理想であります。  

今期、研究教育事業部、学校健康教育事業部および公衆衛生事業部から  

立候補をしていただける方がいなかったこと、（研究教育からは新井が立候補

する予定でしたが、日栄の規約では立候補できないと指摘を受け、大変お恥ずか

しい話ですが、選出ができなかった形となりました）また、新井より両事業部へ

の積極的な介入ができなかった（立候補依頼を十分に説明しきれなかった）こと

もあり、このような形となりました。  

心よりお詫び申し上げます。  

そのうえ、今期から会員数が減ったこともあり 6 名の選出、（プラス 1 名は必

ず補欠を選出）と言うこともあり、総会時から 6 事業部体制に変更されるため、

三役なども含まれると、各事業部から 1 名の選出も難しくなります。  

菅野様もご存知のように、  

過去の動向を見ますと、  

H26（医療 4 名、学校健康教育 1 名、地域活動 1 名、福祉 1 名）  

H28（医療 3 名、学校健康教育 1 名、地域活動 1 名、福祉 1 名、研究教育 1 名）  

H30（医療２名、学校健康教育 1 名、地域活動 2 名、福祉 1 名、研究教育 1 名）  

R02（医療 2 名、学校健康教育 1 名、地域活動 3 名、福祉 1 名）  

R04（医療 3 名、学校健康教育 1 名、地域活動 1 名、福祉 1 名）  

R06（医療 3 名、地域活動 1 名、福祉 1 名、勤労者支援 1 名：勤労者＋地域活動

＝フリーランスとなります）  

と言うこともあり、公衆衛生からの選出は過去 12 年、選出がありません。  

学校健康教育については、事業部会員数も減少しつづけており、理事のなり手

も少なく、かなり厳しい状況です。  

そのため、理事会で本件や会員増対策など、引き続き、意見交換して参りたい

と思います。  

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。  

引き続き、ご理解とご支援のほど、宜しくお願い申し上げます。  

 

静岡県栄養士会  会長  新井英一  



 


